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一
　

本
書
の
著
者
で
あ
る
石
川
孝
織
氏
は
、
現
在
、
最
も
精
力
的
か
つ
誠
実
に
地
域
史

研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

　

著
者
は
東
京
学
芸
大
学
、
同
大
学
院
修
士
課
程
を
経
て
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
た
。
三
歳
の
こ
ろ
か
ら
鉄
道
に
、
小
学

校
五
年
生
か
ら
は
鉱
山
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
そ
う
で
あ
り
、
大
学
院
で
は
地

質
学
を
専
攻
さ
れ
、
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
学
問
的
関
心

は
太
平
洋
炭
礦
（
北
海
道
釧
路
市
興お

こ

津つ

）
の
閉
山
（
二
〇
〇
二
年
一
月
三
十
日
）
を

契
機
と
し
て
石
炭
産
業
な
ら
び
に
炭
鉱
へ
向
け
ら
れ
、
北
海
道
釧
路
を
足
繁
く
訪
問

し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

太
平
洋
炭
礦
の
閉
山
を
ひ
か
え
た
二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
十
七
日
、
同
炭
礦
の
事

業
を
引
継
ぐ
新
会
社
と
し
て
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
（
Ｋ
Ｃ
Ｍ
）
が
設
立
さ

れ
た
。
同
社
設
立
後
、
著
者
の
活
動
は
本
格
的
な
実
地
調
査
へ
発
展
し
、
つ
い
に
は

釧
路
で
の
仕
事
を
希
望
し
、
二
〇
〇
六
年
春
、
釧
路
市
立
博
物
館
の
学
芸
員
と
し
て

着
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
の
釧
路
の
み
な
ら
ず
全
国
を
ま
た
に
掛
け
た
活

躍
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
現
在
は
早

稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
招
聘
研
究
員
も
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
書
は
、
北
海
道
新
聞
釧
路
版
の
連
載
「
記
憶
の
一
枚
」
の
ひ
と
つ
と
し

て
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
連
載
は
釧
路
地
域
の
産

業
史
な
ど
を
中
心
と
し
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
執
筆
は
企
業
Ｏ
Ｂ
、
地
元

の
郷
土
史
家
や
学
芸
員
が
担
当
し
、
著
者
に
よ
る
連
載
は
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
か

ら
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
計
七
〇
回
に
及
ん
だ
力
作
で

あ
る
。

二
　

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
部　

炭
鉱
と
鉄
道

臨
鉄
開
通
／
敗
戦
の
後
／
気
動
車
と
機
関
車
／
通
勤
列
車
／
城
山
駅
／
保
線
作

草
　
　
野
　
　
真
　
　
樹

【
書
評
】
石
川
孝
織
著
『
釧
路
炭
田
│
炭ヤ

鉱マ

と
鉄
路
と
│
』
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業
／
貯
炭
場
／
ジ
ー
ゼ
ル
遠
足
／
シ
ャ
ッ
ト
ル
車
／
吉
田
恕
さ
ん
／
観
月
園
貯

炭
場
／
東
釧
路
駅
／
さ
よ
な
ら
連
絡
輸
送
列
車
／
雄
別
炭
砿
鉄
道
／
デ
ィ
ー
ゼ

ル
カ
ー
登
場
／
古
潭
中
間
駅
／
埠
頭
線
の
こ
と
／
貨
車
の
牽
引
／
機
関
助
士
／

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
導
入
／
度
重
な
る
自
然
災
害
／
鶴
野
線
開
業
／
白
い
汽
車

／
庫
番
／
最
終
列
車
／
雄
別
炭
砿
解
散
／
尺
別
鉄
道
／
に
ぎ
わ
う
新
尺
別
駅
／

脱
線
／
明
鉱
庶
路
炭
鉱
専
用
鉄
道
／
国
鉄
白
糠
線

　

第
二
部　

炭
鉱
の
仕
事
と
く
ら
し

繰
込
場
／
鉄
柱
カ
ッ
ペ
採
炭
／
採
炭
の
機
械
化
／
「
先
山
」
と
「
後
山
」
／
仕

繰
／
「
機
械
屋
」
／
自
走
支
保
／
計
画
／
運
搬
／
選
炭
／
通
気
／
電
気
係
／
炭

鉱
と
木
材
／
救
護
隊
／
保
安
教
育
／
中
小
炭
鉱
／
庶
路
炭
鉱
／
ヤ
マ
の
文
化
活

動
／
雄
別
の
子
ど
も
た
ち
／
ス
ー
パ
ー
と
生
協
／
暖
房
炭
／
や
ま
の
人
気
も
の

／
尺
浦
隧
道
／
小
野
寺
組
／
坑
口
浴
場
／
共
同
浴
場
／
事
務
作
業
／
坑
外
電
車

／
太
平
洋
炭
鉱
主
婦
会
／
太
平
洋
炭
鉱
労
働
組
合
（
上
）
／
太
平
洋
炭
鉱
労
働

組
合
（
下
）
／
自
立
と
自
律
／
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン

　

写
真
で
見
る
炭
鉱
と
鉄
路

釧
路
臨
港
鉄
道
（
太
平
洋
石
炭
販
売
輸
送
）
／
雄
別
鉄
道
（
雄
別
炭
砿
鉄
道
）

／
尺
別
鉄
道
（
尺
別
炭
砿
専
用
鉄
道
）
／
尺
鉄
群
像
／
日
本
国
有
鉄
道　

白
糠

線
・
根
室
本
線

　

お
わ
り
に

　

お
も
な
参
考
資
料

三
　

上
述
の
と
お
り
、本
書
は
連
載
記
事
「
記
憶
の
一
枚
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
一
話
に
つ
き
必
ず
一
枚
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
写
真
を
切
り
口
に
し
て
本
書
の
魅
力
を
考
え
て
い
く
こ
と
か

ら
始
め
て
み
た
い
。

　

か
つ
て
産
炭
地
・
筑
豊
を
撮
影
し
た
著
名
な
写
真
家
に
土
門
拳
が
い
る
。『
筑
豊

の
こ
ど
も
た
ち
』（
株
式
会
社
パ
ト
リ
ア
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
と
い
う
書
名
を
挙

げ
る
と
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
土
門
は
民
俗
学
者
・
柳
田
国
男
と
の

「
民
俗
と
写
真
」
と
い
う
座
談
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

柳
田
は
民
俗
学
に
お
い
て
「
一
切
の
作
為
と
演
出
を
排
し
て
、
相
手
が
知
ら
ぬ
間

に
撮
っ
た
写
真
で
な
け
れ
ば
価
値
が
な
い
」
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
土
門
は
た
と

え
ば
「
下
駄
屋
が
下
駄
の
鼻
緒
を
す
げ
る
の
を
撮
る
と
し
て
、
そ
れ
が
わ
ざ
わ
ざ
写

真
の
た
め
に
や
っ
た
と
し
て
も
、
何
十
年
も
や
っ
て
い
る
職
業
で
あ
る
以
上
、
手
が

決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
手
つ
き
な
り
、
手
順
な
り
は
、
決
し
て
嘘
で
も
、
お
芝

居
で
も
な
い
」と
反
論
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
絶
対
非
演
出
の
絶
対
ス
ナ
ッ
プ
」

を
め
ぐ
り
意
見
が
相
反
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
土
門
は
社
会
的
リ
ア

リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
「
絶
対
非
演
出
の
絶
対
ス
ナ
ッ
プ
」
を
自
ら
も
提
唱
す
る
よ
う

に
な
り
、
後
年
、
柳
田
に
詫
び
て
い
る（

1
（

。

　
「
絶
対
非
演
出
の
絶
対
ス
ナ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

写
真
に
門
外
漢
の
評
者
に
は
到
底
持
論
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
。
し
か
し
、
本
書
に

掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
る
と
、
坑
内
外
の
作
業
、
煙
を
も
く
も
く
と
吐
き
な
が
ら
走

る
石
炭
列
車
、
ヤ
マ
の
生
活
な
ど
、
ど
れ
も
見
入
っ
て
し
ま
う
。
釧
路
の
日
常
風
景

が
素
直
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
写
真

に
つ
い
て
著
者
が
分
か
り
や
す
く
解
説
を
加
え
て
い
き
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
を
助
け
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て
く
れ
る
。

　

評
者
が
こ
こ
で
述
べ
た
い
点
は
、
写
真
が
「
絶
対
非
演
出
の
絶
対
ス
ナ
ッ
プ
」
で

あ
る
べ
き
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
著
者
が
地
域
に
根
を
下
ろ
し
、
誠
実

に
調
査
・
取
材
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
の
貴
重
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
将
来
に
伝
え
る

べ
く
活
動
さ
れ
て
い
る
点
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

思
い
浮
か
べ
て
ほ
し
い
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
レ
」
の
日
の
記
念
写
真
な

ど
は
ア
ル
バ
ム
に
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
気
な
い
日
常
風

景
を
撮
影
し
た
写
真
は
案
外
少
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
評
者
は

か
つ
て
自
治
体
史
編
纂
事
務
局
に
十
年
ほ
ど
勤
務
し
た
が
、
地
域
社
会
の
日
常
風
景

を
撮
影
し
た
写
真
を
調
査
し
収
集
す
る
こ
と
は
、
実
は
と
て
も
容
易
で
は
な
い
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
経
験
を
思
い
起
こ
す（

（
（

。

　

し
か
し
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
は
、
釧
路
と
い
う
地
域
社
会
に
お
け
る
等

身
大
の
歴
史
が
ご
く
自
然
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
を
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
も
丹
念
に
調
査
・
収
集
さ
れ
た
著
者
に
最
大
限
の
賛
辞
を
贈
り
た
い
。

た
だ
し
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
本
書
は
、
単
に
著
者
ひ
と
り
の
努
力
に
よ
り

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

四
　

地
域
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
将
来
に
伝
え
て
い
く
う
え
で
石
川
氏
の
よ
う
な
学
芸
員

の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
学
芸
員
一
人
の
努

力
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

評
者
も
地
域
資
料
の
調
査
・
保
存
活
動
に
従
事
し
た
経
験
を
持
つ
と
述
べ
た
が
、

自
戒
を
込
め
て
、
調
査
側
と
調
査
先
と
の
相
互
の
協
力
関
係
が
何
よ
り
も
不
可
欠
で

あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
調
査
が
必
要
で
あ
る

の
か
、
な
ぜ
記
録
を
残
す
の
か
、
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
、

信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
相
互
に
協
力
し
て
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
き
わ

め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
る
な
ら
ば
、
資
料
調
査
に
お
け
る
調
査
側
と
調
査

先
の
関
係
は
「
車
の
両
輪
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

こ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
書
は
、
ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
と
し
て
成

功
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
著
者
の
熱
意
あ
る
活
動
に
対
し
、
実
に
数
多
く
の
方
が

信
頼
を
寄
せ
、ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
の
協
同
作
業
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
、

本
書
の
随
所
に
見
出
せ
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
著
者
は
「
連
載
で
は
毎
回
、

必
ず
聞
き
取
り
取
材
を
行
う
こ
と
を
決
め
」（
一
九
二
頁
）、
そ
れ
は
本
書
の
記
述
を

よ
り
活
き
活
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。
本
書
の
最
大
の
魅
力
は
、
こ
の
地
域
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
成
果
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

冒
頭
に
お
い
て
、
著
者
の
こ
と
を
地
質
学
の
専
門
家
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
炭
鉱

史
研
究
者
や
鉱
山
史
研
究
者
で
も
な
く
、「
現
在
、
最
も
精
力
的
か
つ
誠
実
に
地
域

史
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
研
究
者
」
と
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
、
著
者
の
地
域
に

根
ざ
し
た
幅
広
い
活
動
を
表
現
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
た
め
で
も
あ
っ
た
。

五
　

近
年
、
山
本
作
兵
衛
翁
に
よ
る
炭
鉱
記
録
画
の
世
界
記
憶
遺
産
登
録
や
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産 

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
な
ど
が
注
目
を
浴
び
、
各
地
の

近
現
代
史
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
魅

力
や
関
心
を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
は
な
く
、
持
続
的
な
も
の
へ
と
昇
華
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
域
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
適
切
に
将
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
は
ず
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で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
著
者
お
よ
び
釧
路
地
域
の
取
り
組
み
か
ら
他
の
自

治
体
や
地
域
が
学
ぶ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

同
時
に
、
研
究
者
や
企
業
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
学
の
研
究

者
な
ど
は
、新
し
い
一
次
資
料
を
見
出
し
分
析
す
る
こ
と
に
は
全
力
を
傾
注
す
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
資
料
が
残
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
ま
で
遡
っ
て
関
心

を
示
す
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
企
業
で
は
、
た
と
え
ば
社
史
編
纂
の
た

め
に
時
間
、
労
力
、
費
用
を
か
け
て
収
集
し
た
貴
重
な
企
業
資
料
が
、
社
史
刊
行
後

に
は
用
済
み
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
適
切
に
保
存
・
管
理
さ
れ
ず
散
逸
し
た
り
、
破

棄
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
研
究
へ
の
反
証
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、そ
し
て
、

貴
重
な
地
域
社
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
適
切
に
将
来
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
保
存
、
継
承
へ
高
い
関
心
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

参
考
ま
で
に
、
著
者
が
中
心
と
な
り
進
め
て
こ
ら
れ
た
主
た
る
事
例
を
挙
げ
て
お

こ
う（

（
（

。
・
企
画
展
「
タ
キ
イ
シ
の
火
は
消
え
ず
│
│
石
炭
採
掘
一
五
〇
年
展
│
│
」

（
二
〇
〇
六
年
度
）

・
企
画
展
「
軍
艦
島
│
│
消
え
た
炭
鉱
集
落
│
│
」（
二
〇
〇
八
年
度
）

・
交
流
企
画
展「
炭
坑（
ヤ
マ
）の
語
り
部  

山
本
作
兵
衛
の
世
界
」（
二
〇
〇
八
年
度
）

・
博
物
館
南
北
石
炭
交
流
（
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
〇
九
年
）

・
特
別
展
「
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
く
ら
し
・
マ
チ
の
記
憶
」（
二
〇
〇
九
年
十
一
月

七
日
〜
十
二
月
十
三
日
）

・
バ
ス
ツ
ア
ー
「
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
く
ら
し
を
た
ず
ね
て
」（
二
〇
〇
九
年
十
一

月
八
日
）

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
演
会
「
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
く
ら
し
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
」

（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
十
五
日
）

・
炭
鉱
映
画
祭
in
釧
路
（
二
〇
〇
九
年
十
二
月
六
日
）

・
交
流
企
画
展
「
北
と
南
を
結
ぶ
ヤ
マ
」（
二
〇
〇
九
年
度
）

・
ヤ
マ
の
話
を
聞
く
会
「
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
一
年
度　

炭
鉱
文
化
集
積
継
承
交

流
促
進
事
業
」

・
企
画
展
「
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
く
ら
し
・
マ
チ
の
記
憶
」（
二
〇
一
〇
年
度
）

・
企
画
展
「
ベ
ト
ナ
ム
・
炭
鉱(

ヤ
マ)

の
風
景
」（
二
〇
一
一
年
度
）

・
全
国
炭
田
交
流
企
画
展
「
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
あ
る
マ
チ
」（
二
〇
一
一
年
度
）

・
企
画
展
「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
in
釧
路
」（
二
〇
一
二
年
度
）

・
企
画
展
「
空
と
地
図
か
ら
見
る
太
平
洋
炭
礦
」（
二
〇
一
二
年
度
）

・
企
画
展
「
釧
路
炭
田
の
炭
鉱
と
鉄
道
」（
二
〇
一
三
年
度
）

・
全
国
石
炭
産
業
関
連
博
物
館
等
研
修
交
流
会
（
北
海
道
釧
路
市
・
二
〇
一
一
年

度
、
長
崎
県
長
崎
市
・
二
〇
一
二
年
度
、
福
岡
県
田
川
市
・
二
〇
一
三
年
度
、

福
島
県
い
わ
き
市
・
二
〇
一
四
年
度
）

・「
硫
黄
鉱
山
の
話
を
聞
く
会
」（
二
〇
一
四
年
十
月
十
三
日
）

　

本
書
の
具
体
的
な
記
述
内
容
に
立
ち
い
ら
ず
、
評
者
の
関
心
に
従
い
本
書
を
紹
介

す
る
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
書
の
内
容
を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
著
者
な
ら
び
に
読
者
に
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
措
い
て
、
本
書
は
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
方
に
手
に
し
て

ほ
し
い
好
著
で
あ
る
。
釧
路
の
地
域
史
や
炭
鉱
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
格
好
の
入
門

書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

わ
が
国
の
石
炭
産
業
な
ら
び
に
炭
鉱
は
、
日
本
の
経
済
発
展
を
文
字
と
お
り
「
地じ

底ぞ
こ

」
か
ら
支
え
て
き
た
。
同
様
に
著
者
の
活
動
を
「
地
底
」
か
ら
支
え
る
「
貴
重
な

記
録
資
料
を
将
来
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
」
と
い
う
熱
意
も
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
。

（
水
公
舎
、
二
〇
一
四
年
、
一
九
七
頁
、
税
込
一
二
〇
〇
円
）
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【
注
】

（
１
）
土
門
拳
『
風
貌
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
、
三
八
〜
三
九
頁
。
土
門
拳
に
つ
い
て
は
、

阿
部
博
行
『
土
門
拳
│
│
生
涯
と
そ
の
時
代
│
│
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七

年
に
詳
し
い
。

（
２
）
な
お
、
近
年
で
は
、
自
治
体
史
に
お
い
て
も
、
家
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
る
家
族
ア
ル

バ
ム
の
写
真
を
中
心
に
地
域
の
近
代
史
を
描
い
た
試
み
も
あ
る
。
秀
作
の
事
例
と
し

て
、『
日
向
市
史
別
編　

日
向
写
真
帖
│
│
家
族
の
数
だ
け
歴
史
が
あ
る
│
│
』
日

向
市
、
二
〇
〇
二
年
を
挙
げ
て
お
く
。

（
３
）
詳
し
く
は
、
炭
鉱
の
く
ら
し
・
マ
チ
の
記
憶
展
示
等
検
討
委
員
会
編
『
特
別
展
図
録

　

炭
鉱
の
く
ら
し
・
マ
チ
の
記
憶
』
釧
路
市
立
博
物
館
、二
〇
〇
九
年
、石
川
孝
織
「
炭

鉱
（
ヤ
マ
）
の
く
ら
し
・
マ
チ
の
記
憶
│
│
地
域
間
・
地
域
内
連
携
の
取
り
組
み
│
│
」

『
釧
路
市
立
博
物
館
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
同
「
南
北
石
炭
交
流
│
│
田

川
と
釧
路
の
博
物
館
か
ら
│
│
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
五
号
、二
〇
一
〇
年
、

同
編
『
ヤ
マ
の
話
を
聞
く
会　

記
録
集
一
〜
二
』
釧
路
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
〜

二
〇
一
二
年
、石
川
孝
織
・
佐
藤
冨
喜
雄
・
福
本
寛
「
釧
路
炭
田
に
お
け
る
戦
時
下
『
急

速
転
換
』
│
│
経
験
者
の
証
言
を
中
心
に
│
│
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
七

号
、
二
〇
一
二
年
、
石
川
孝
織
・
藤
原
芳
夫
「
釧
路
か
ら
筑
豊
、
戦
時
下
『
急
速
転
換
』

係
員
の
日
記
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
八
号
、
石
川
孝
織
「
釧
路
炭
田
に
お
け

る
戦
時
下
『
急
速
転
換
』
に
関
す
る
記
録
書
類
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
九
号
、

二
〇
一
四
年
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。


